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終日に鑑賞し、創作をふり返る。これらを具現化させたシラバスを表 1 に示す。 

















表 1 「創作ライティングを学ぶ 5-6」シラバス（2015 年度秋学期）3 
回 テーマ 授業内容 
1 オリエンテーション 創作ライティングについて考える 
2 広告・宣伝を考える（1） 魅力的なキャッチコピーは、なぜ魅力的なのかを分析する 
3 広告・宣伝を考える（2） 宣伝したいもののキャッチコピーを考え、ポスターを作る 
4  広告・宣伝を考える（3） キャッチコピーのポスター発表 
5 セリフを考える（1） 「ぐっとくる」セリフとはどんなセリフかを分析する 
6  セリフを考える（2） セリフとそのストーリーを考える 
7  セリフを考える（3） セリフのポスター発表 
8 ストーリーを組み立てる（1） ストーリーの構成を考え、400 字ストーリーを創る 
9   ストーリーを組み立てる（2） 400 字ストーリーをグループ内で発表する 
10 ショート小説を創る（1） ショート小説の主人公とそのキャラクターを考える 
11 ショート小説を創る（2） ショート小説の主人公の敵と味方を考える 
12 ショート小説を創る（3） 発表準備として、ショート小説のキャッチコピーを考える 
13 ショート小説を発表する（1） ショート小説を PPT で発表する 
14  ショート小説を発表する（2） ショート小説を PPT で発表する 












































































る。続いて、『SMAP×SMAP』（2014 年 6 月 2 日フジテレビ放送）で SMAP のメンバー

























1  CJL の留学生科目には、独創性の高いテーマについて学習するテーマ科目と、4 技能をバランス
よく学ぶ総合科目がある（小宮 2015）。 
 2 科目名にある数字は、レベルを示す。5-6 は、中級後半から上級程度である。 




5  10 枚以上のショート小説を完成させる学生も多数いた。また、漫画で表現した学生もいた。 
6  注意事項として、パロディーなどの二次創作は認めるが、剽窃はしないよう強調した。 
7  日本語の修正を報告者と TA が行ったが、 意味が通じない部分に留め、学生の表現を尊重した。 
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